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◉大日堂跡（久次良町） 
　大日堂跡は、大谷川沿いにある輪王寺の飛び地境内で、か
つて、大日如来像を安置した大日堂がありました。また、湧き出
す豊かな水を湛えた池が有名でした。明治35年と大正８年の２
度の台風で、お堂や石仏などは流され、地形まで変わってしま
いましたが、豊富な湧き水だけは今も川に流れ込んでいます。
　「あらたふと青葉若葉の日の光里」と刻まれた松尾芭蕉の句
碑も、明治35年の台風で流失しましたが、元の石刷りを写して
再建されました。また、この碑より西側の石仏の前では、現在で
も、毎年６月に輪王寺の僧侶により法楽が営まれています。

けいだい

たた

ひ か り
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　議長　生　井　一　郎
　　　　（なまい　いちろう）

副議長　小久保　光　雄
　　　　　（こくぼ　みつお）

正副議長あいさつ
　日光市民の皆様には、日頃から市議会に対し、ご理解ご協力を賜り心から感謝申し上げます。
　わたくしたちは、令和２年４月臨時会におきまして、日光市合併後、８代目の議長、副議長を拝
命いたしました。誠に身に余る光栄でありますとともに、その職責の重さを改めて感じ、身の引き
締まる思いであります。
　さて、新型コロナウイルス感染症に、世界中が対策を講じているものの、未だ収束の兆しが見
えない中、本市でも「市民の生命と健康を守る」「市民の暮らしを支える」「市内経済を支援する」
を柱として、感染拡大防止対策や市独自の施策等に取り組んでまいりました。
　今後「社会経済活動の再開に向けた感染予防」及び「経済回復への基盤づくり」の大きく二つ
の対策を進めていく必要があると実感しております。
　市議会といたしても、市民の代表としての責任をより一層自覚し、議員個々が皆様の思いをしっ
かりと受け止め、その負託に応えられるよう、更なる自己研鑽を重ねながら取り組んでまいる所存
であります。
　また、市議会をより身近に感じていただけるよう、議会報告会や常任委員会活動等で皆様と話
し合いができる機会を今まで以上につくり、意見を頂きながら、より開かれた議会の推進に向けて、
議会改革に取り組んでまいります。
　今後とも、市民の皆様のご理解ご協力を賜りますよう心からお願い申し上げ就任のご挨拶といた
します。

正
副
議
長
あ
い
さ
つ
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臨
時
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
と
結
果

　

４
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
日
光
市
議
会
４
月
臨
時
会
に
お
い
て
、
正
副
議
長
の
選
挙
が
行

わ
れ
、
議
長
に
生な

ま
い
い
ち
ろ
う

井
一
郎
議
員
が
、
副
議
長
に
小こ

く
ぼ
み
つ
お

久
保
光
雄
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
臨
時
会
で
審
議
さ
れ
た
案
件
は
、執
行
部
提
出
議
案
９
件
、報
告
１
件
、選
挙
２
件
で
し
た
。

　

な
お
、
賛
否
が
分
か
れ
た
案
件
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

５
月
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日
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催
さ
れ
た
日
光
市
議
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５
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臨
時
会
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て
、
審
議
さ
れ
た
案
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執
行
部
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出
議
案
６
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報
告
５
件
で
し
た
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執
行
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か
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出
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れ
た
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、
新
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
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染
症
で
影
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け
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事
業
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の
支
援
策
に
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例
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般
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計
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万
円
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追
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る
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正
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算
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。
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決
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告
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２

号

市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
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告
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い
て

［
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賠
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の
額
の
決
定
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び
和
解
］

報

告

議

案

第

50

号

市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て

［
日
光
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
］

原
案
承
認

議

案

第

51

号

市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て

［
日
光
市
都
市
計
画
税
条
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制
定
］
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決
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事
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認
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光
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］
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光
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］
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て
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令
和
元
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１
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年
度
）
日
光
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
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原
案
承
認

議

案

第

55

号

日
光
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
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改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
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第

56
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日
光
市
後
期
高
齢
者
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に
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す
る
条
例
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定
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２
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０
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光
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光
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］
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市
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認
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い
て

［
令
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２
年
度
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２
０
２
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年
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正
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第
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62
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日
光
市
奨
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す
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定
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原
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２
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０
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日
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０
２
０
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光
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感
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に
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感
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中
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常任委員会名簿
◎委員長　〇副委員長　令和２年４月28日現在

特別委員会名簿
◎委員長　〇副委員長

会派別議員名簿
◎：代表（届出順）令和２年４月28日現在

令和２年５月22日現在 令和２年５月12日現在

令和２年５月29日現在

会　　派　　名 届出日 議　　員　　名

◎ 齊　藤　正　三

◎ 川　村　寿　利

　 斎　藤　久　幸

◎ 福　田　悦　子

◎ 粉　川　昭　一

◎ 山　越　梯　一

　 田　村　耕　作 

　 齋　藤　文　明

　 生　井　一　郎

　 阿　部　和　子

○ 青　田　兆　史

　 福　田　道　夫

　 荒　川　礼　子

○ 筒　井　　　巌

　 佐　藤　和　之

　 和　田　公　伸

　 小久保　光　雄

　 山　越　一　治

　 大　島　　　浩

　 伊　澤　正　男

○ 瀬　高　哲　雄

　 斎　藤　伸　幸

　 亀　井　崇　幸

　 三　好　國　章

市民フォーラム志向

グ ル ー プ 響

日 本 共 産 党

公 明 市 民 ク ラ ブ

光 和

無   会   派

H30.4.20

H30.4.23

H30.4.23

R2.4.28

R2.4.28

総務常任委員会
（定数８人）

◎　和　田　公　伸

○　田　村　耕　作

　　青　田　兆　史

　　福　田　悦　子

　　阿　部　和　子

　　佐　藤　和　之

　　伊　澤　正　男

　　山　越　梯　一

民生教育常任委員会
（定数８人）

◎　川　村　寿　利

○　亀　井　崇　幸

　　荒　川　礼　子

　　齊　藤　正　三

　　斎　藤　伸　幸

　　福　田　道　夫

　　小久保　光　雄

　　大　島　　　浩

観光産業常任委員会
（定数８人）

◎　瀬　高　哲　雄

○　粉　川　昭　一

　　山　越　一　治

　　斎　藤　久　幸

　　齋　藤　文　明

　　筒　井　　　巌

　　三　好　國　章

議会運営委員会
（定数８人）

◎　筒　井　　　巌

○　青　田　兆　史

　　亀　井　崇　幸

　　荒　川　礼　子

　　和　田　公　伸

　　阿　部　和　子

　　瀬　高　哲　雄

　　大　島　　　浩

山　越　梯　一

議会選出監査委員

◎　小久保　光　雄

　　川　村　寿　利

　　筒　井　　　巌

　　阿　部　和　子

　　福　田　道　夫

○　和　田　公　伸

　　瀬　高　哲　雄

　　青　田　兆　史

　　伊　澤　正　男

広報広聴委員会

新型コロナウイルス
感染症対策特別委員会（定数９人）

◎　田　村　耕　作

○　佐　藤　和　之

　　青　田　兆　史

　　粉　川　昭　一

　　福　田　悦　子

　　筒　井　　　巌

　　齊　藤　正　三

　　川　村　寿　利

　　三　好　國　章 

行政調査特別委員会
（議長を除く議員全員）

◎　齊　藤　正　三

○　大　島　　　浩

予算審査特別委員会
（議長を除く議員全員）

◎　小久保　光　雄

〇　田　村　耕　作
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常任委員会名簿
◎委員長　〇副委員長　令和２年４月28日現在

特別委員会名簿
◎委員長　〇副委員長

会派別議員名簿
◎：代表（届出順）令和２年４月28日現在

令和２年５月22日現在 令和２年５月12日現在

令和２年５月29日現在

会　　派　　名 届出日 議　　員　　名

◎ 齊　藤　正　三

◎ 川　村　寿　利

　 斎　藤　久　幸

◎ 福　田　悦　子

◎ 粉　川　昭　一

◎ 山　越　梯　一

　 田　村　耕　作 

　 齋　藤　文　明

　 生　井　一　郎

　 阿　部　和　子

○ 青　田　兆　史

　 福　田　道　夫

　 荒　川　礼　子

○ 筒　井　　　巌

　 佐　藤　和　之

　 和　田　公　伸

　 小久保　光　雄

　 山　越　一　治

　 大　島　　　浩

　 伊　澤　正　男

○ 瀬　高　哲　雄

　 斎　藤　伸　幸

　 亀　井　崇　幸

　 三　好　國　章

市民フォーラム志向

グ ル ー プ 響

日 本 共 産 党

公 明 市 民 ク ラ ブ

光 和

無   会   派

H30.4.20

H30.4.23

H30.4.23

R2.4.28

R2.4.28

総務常任委員会
（定数８人）

◎　和　田　公　伸

○　田　村　耕　作

　　青　田　兆　史

　　福　田　悦　子

　　阿　部　和　子

　　佐　藤　和　之

　　伊　澤　正　男

　　山　越　梯　一

民生教育常任委員会
（定数８人）

◎　川　村　寿　利

○　亀　井　崇　幸

　　荒　川　礼　子

　　齊　藤　正　三

　　斎　藤　伸　幸

　　福　田　道　夫

　　小久保　光　雄

　　大　島　　　浩

観光産業常任委員会
（定数８人）

◎　瀬　高　哲　雄

○　粉　川　昭　一

　　山　越　一　治

　　斎　藤　久　幸

　　齋　藤　文　明

　　筒　井　　　巌

　　三　好　國　章

議会運営委員会
（定数８人）

◎　筒　井　　　巌

○　青　田　兆　史

　　亀　井　崇　幸

　　荒　川　礼　子

　　和　田　公　伸

　　阿　部　和　子

　　瀬　高　哲　雄

　　大　島　　　浩

山　越　梯　一

議会選出監査委員

◎　小久保　光　雄

　　川　村　寿　利

　　筒　井　　　巌

　　阿　部　和　子

　　福　田　道　夫

○　和　田　公　伸

　　瀬　高　哲　雄

　　青　田　兆　史

　　伊　澤　正　男

広報広聴委員会

新型コロナウイルス
感染症対策特別委員会（定数９人）

◎　田　村　耕　作

○　佐　藤　和　之

　　青　田　兆　史

　　粉　川　昭　一

　　福　田　悦　子

　　筒　井　　　巌

　　齊　藤　正　三

　　川　村　寿　利

　　三　好　國　章 

行政調査特別委員会
（議長を除く議員全員）

◎　齊　藤　正　三

○　大　島　　　浩

予算審査特別委員会
（議長を除く議員全員）

◎　小久保　光　雄

〇　田　村　耕　作

5 市議会からこんにちは／ 2020.7.25

委

員

会

構

成
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臨
時
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
と
結
果

　

日
光
市
議
会
定
例
会
が
５
月
29
日
か
ら
６
月
18
日
ま
で
、
21
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
案
件
は
、
執
行
部
提
出
議
案
14
件
、
議
員
議
案
１
件
、
陳
情
２

件
で
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
６
月
12
日
に
６
名
の
議
員
が
12
項
目
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

事　
　

件

件　
　
　
　
　
　
　
　

名

議
決
結
果

議

案

第

65

号

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
議
会
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て

原
案
適
任

議

案

第

66

号

日
光
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
応
援
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案

第

67

号

日
光
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案

第

68

号

日
光
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

原
案
可
決

議

案

第

69

号

日
光
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案

第

70

号

日
光
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案

第

71

号

日
光
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案

第

72

号

日
光
市
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案

第

73

号

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

［
旧
落
合
支
所
］

原
案
可
決

議

案

第

74

号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

［
市
営
バ
ス
（
足
尾
自
家
用
有
償
バ
ス
）
車
両
購
入
事
業
］

原
案
可
決

議

案

第

75

号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

［
高
規
格
救
急
自
動
車
整
備
事
業
］

原
案
可
決

議

案

第

76

号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

［
今
市
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
整
備
事
業
］

原
案
可
決

議

案

第

77

号

令
和
２
年
度
（
２
０
２
０
年
度
）
日
光
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

に
つ
い
て

原
案
可
決

議

案

第

78

号

令
和
２
年
度（
２
０
２
０
年
度
）日
光
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）
に
つ
い
て

原
案
可
決

陳

情

第

1

号

種
苗
法
改
正
案
の
取
り
下
げ
を
求
め
る
陳
情

継
続
審
査

陳

情

第

2

号

日
本
政
府
及
び
国
会
に
対
し
、「
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
を
求

め
る
」
よ
う
意
見
書
提
出
を
要
請
す
る
陳
情

不
採
択

議
員
議
案

第

4

号

日
光
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

６
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
と
結
果

本会議（採決）の様子
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臨
時
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
と
結
果

議案番号 陳情第２号

日
本
政
府
及
び
国
会
に
対
し
、「
日
米
地
位
協
定
の
抜

本
的
見
直
し
を
求
め
る
」
よ
う
意
見
書
提
出
を
要
請

す
る
陳
情

採決結果 不採択

可：否 4：19

青　田　兆　史 ●

亀　井　崇　幸 ●

荒　川　礼　子 ●

山　越　一　治 ●

和　田　公　伸 ●

斎　藤　久　幸 ○

粉　川　昭　一 ●

福　田　悦　子 ○

阿　部　和　子 ○

佐　藤　和　之 ●

齋　藤　文　明 ●

筒　井　　　巌 ●

田　村　耕　作 ●

伊　澤　正　男 ●

齊　藤　正　三 ●

斎　藤　伸　幸 ●

福　田　道　夫 ○

瀬　高　哲　雄 ●

山　越　梯　一 ●

生　井　一　郎 議長のため採決には加わらない

小久保　光　雄 ●

川　村　寿　利 ●

大　島　　　浩 ●

三　好　國　章 ●

令和２年６月定例会の議員別賛否一覧

○…賛成　●…反対　― …退席等
（賛否等が分かれたもののみ掲載）

※この予定は変更となる場合があります

【会期  8月31日（月）～９月29日（火） 30日間】

火

月

水

金

月

火

木

金

月

水

木

金

水

火

月/日 曜日 会  期  日  程 備　　考

本  会  議

本  会  議

付　託　委  員  会

付　託　委  員  会

付　託　委  員  会

本  会  議

本  会  議

本  会  議

本会議・決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会・本会議

8/18

8/31

9/2

9/4

9/7

9/8

9/10

9/11

9/14

9/16

9/17

9/18

9/23

9/29

陳情締切（17時）

開会・上程・説明

委員会付託

議案等審査

議案等審査

議案等審査

一般質問

一般質問

一般質問予備日

採決

採決・閉会

次回（令和２年９月）
日光市議会定例会会期日程予定

　新型コロナウイルスのまん延防止を図るため、傍聴
される方は、次のことにご配慮をお願いいたします。
　・発熱などの風邪の症状がある方や体調がすぐれない
方は、傍聴をご遠慮ください。

・マスク着用・手洗い等の実施について、ご協力をお
願いします。

　　市内に感染者が発生した場合は、議会の傍聴をご遠
慮いただく場合もありますのでご了承願います。
　なお、傍聴受入れの対応が変更になりましたら、ホ
ームページでお知らせします。

　本会議の様子をインターネット上で生中継していま
す。また、生中継の終了後１週間程度で録画映像を掲載
します。
　　インターネットに接続しているパソコンやタブレット
端末、スマートフォンなどで、いつでも見ることができ
ますので、ぜひ議会の様子をご覧ください。
　くわしくは、議会事務局にお問い合わせください。
　TEL ０２８８-２１-５１４０（議会事務局直通）
FAX ０２８８-２１-５１４１
メールアドレス　gijika@city.nikko.lg.jp

中継トップページの二次元コード▶
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瀬
高
哲
雄
議
員
‥
令
和
元
年
度
の
児

童
虐
待
の
当
市
の
状
況
に
つ
い
て
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
家
庭
児
童
相

談
室
へ
の
相
談
状
況
、
相
談
件
数

の
推
移
に
つ
い
て
伺
う
。

矢
嶋
健
康
福
祉
部
長
‥
日
光
市
家
庭

児
童
相
談
室
に
お
け
る
昨
年
度
の

児
童
虐
待
に
関
す
る
延
べ
相
談
対

応
件
数
は
、
５
８
０
７
件
で
前
年

度
比
６
６
７
件
の
減
、
こ
の
う
ち

新
規
の
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談

は
54
件
で
、
前
年
度
比
26
件
の
減

と
な
っ
て
い
る
。

　
　

昨
年
度
の
新
規
相
談
件
数
を
、

類
型
別
に
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

身
体
的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
の
相

談
が
増
加
し
、
心
理
的
虐
待
、
性

的
虐
待
の
相
談
は
減
少
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
本
年
２
月
か
ら
５
月
ま

で
の
４
か
月
間
の
新
規
相
談
件
数

を
前
年
同
月
期
と
比
較
す
る
と
、

育
成
相
談
や
養
護
相
談
等
を
含
む

相
談
件
数
で
は
64
件
に
対
し
、
前

年
74
件
と
10
件
の
減
、
児
童
虐
待

相
談
件
数
で
は
16
件
に
対
し
、
前

年
27
件
と
11
件
の
減
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
増
加
は
見
ら
れ
な
い
。

議
員
‥
相
談
件
数
が
増
加
し
て
い
な

く
て
良
か
っ
た
と
思
う
反
面
、
学

校
休
業
や
外
出
自
粛
で
チ
ェ
ッ
ク

が
行
き
届
か
ず
、
潜
在
化
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ

る
。
外
出
自
粛
期
間
、
学
校
休
業

時
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
‥
外
出
自
粛
期
間
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
日
光
市
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
に
お
け

る
子
ど
も
を
守
る
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
り
、
学
校
、
幼
稚
園

と
保
育
園
、
警
察
署
を
は
じ
め
と

し
た
協
議
会
を
構
成
す
る
関
係
機

関
と
の
連
携
と
情
報
の
共
有
化
を

図
り
、
早
期
対
応
と
支
援
に
努
め

て
い
る
。

　
　

ま
た
、
児
童
虐
待
リ
ス
ク
が
高

い
家
庭
に
対
し
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
の
協
力
を
得
て
支
援
を
工
夫

し
て
い
る
。

齋
藤
孝
雄
教
育
長
‥
臨
時
休
業
中
及

び
再
開
後
に
再
度
休
業
と
な
っ
た

場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、
保
護
者

に
市
教
育
相
談
室
の
案
内
の
他
、

学
校
に
対
し
て
、
心
の
相
談
員
の

効
果
的
な
活
用
を
改
め
て
通
知
し

た
。
虐
待
等
が
心
配
さ
れ
る
児
童

生
徒
に
対
し
て
、
訪
問
、
連
絡
の

機
会
を
増
や
す
な
ど
、
特
に
注
意

を
払
っ
て
状
況
把
握
に
努
め
た
。

そ
の
結
果
、
休
業
中
に
問
題
と
な

る
事
案
の
報
告
は
さ
れ
て
い
な
い
。

児
童
虐
待
の
対
応
に
つ
い
て

掲載内容は質問と答弁を要約したものです。
すべての質問と答弁は市議会ホームページ
で視聴できます。

日光市議会 中継 ○○○○議員

議員顔写真下の二次元コードを、スマートフォ
ンのバーコードリーダーで読み取るとその議
員の一般質問の録画中継が視聴できます。

一 般 質 問

瀬高 哲雄議員
（光和）

動画視聴▶

一

般

質

問
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す
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
環
境
部
長
‥
小
型
家
電
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
対
す
る
市
民
の
認
知
度

を
上
げ
て
も
ら
う
た
め
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
等
で
の
周
知
を

図
っ
て
再
資
源
化
に
向
け
た
回
収

量
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

議
員
‥
食
品
白
色
ト
レ
イ
を
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
方
式
の
回
収
に
で
き
な
い

か
伺
う
。

市
民
環
境
部
長
‥
食
品
白
色
ト
レ
イ

の
拠
点
回
収
に
つ
い
て
は
、
今
市

地
域
で
実
施
し
て
い
た
も
の
を
平

成
20
年
４
月
か
ら
市
内
全
域
に
拡

大
し
、
現
在
は
市
役
所
本
庁
舎
や

行
政
セ
ン
タ
ー
な
ど
19
か
所
で
実

施
し
て
い
る
。
回
収
さ
れ
た
食
品

白
色
ト
レ
イ
は
、
財
団
法
人
日
本

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
に
引

き
取
ら
れ
、
様
々
な
製
品
に
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
。

　
　

回
収
量
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
度
は
80
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
平
成
30

年
度
は
１
２
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

り
、
昨
年
度
は
80
キ
ロ
グ
ラ
ム
を

見
込
ん
で
い
る
。

　
　

収
集
方
法
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方

式
に
し
た
場
合
、
委
託
料
等
の
新

た
な
収
集
費
用
が
発
生
す
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
、
廃
棄
物
監
視

員
や
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
職
員

に
よ
る
拠
点
回
収
で
実
施
し
て
い

く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
子
ど
も
た
ち
の
環
境
学
習
の
普
及

に
つ
い
て

福
田
道
夫
議
員
‥
小
型
家
電
の
回
収

実
績
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開

で
き
な
い
か
。

石
川
市
民
環
境
部
長
‥
回
収
さ
れ
た

小
型
家
電
は
、
国
の
認
定
を
受
け

た
事
業
者
が
、
分
解
・
破
砕
し
て

金
属
類
を
種
類
ご
と
に
選
別
し
、

資
源
と
し
て
再
生
し
て
い
る
。

　
　

当
市
の
状
況
と
し
て
は
、
平
成

29
年
度
の
回
収
量
14
万
３
４
１
０

キ
ロ
グ
ラ
ム
、
売
却
額
81
万
４
６

　

６
５
円
を
ピ
ー
ク
に
、
平
成
30
年

度
は
14
万
５
４
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

72
万
５
５
９
３
円
で
あ
っ
た
。
昨

年
度
は
、
回
収
量
が
12
万
１
２
０

　

０
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
が
、
売
却

額
は
、
市
況
価
格
の
低
迷
に
よ
り

13
万
７
４
０
０
円
と
大
幅
に
減
少

す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

現
在
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
、
燃
え
る
ご
み
や
資
源
ご

み
の
排
出
量
を
公
開
し
て
い
る
が
、

小
型
家
電
の
回
収
実
績
に
つ
い
て

も
、
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
の
３
R
を
推
進
し
て

い
く
観
点
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
早
急
に
公
開
し
、
市
民
へ
の
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

議
員
‥
小
型
家
電
の
回
収
量
を
増
や

を
育
み
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
を
上

手
に
活
用
し
、
よ
り
良
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
姿
勢
を
育
む
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
　

昨
年
度
、
市
内
の
小
中
学
校
教

員
４
名
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員

に
選
任
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
の
導
入
に
向
け
、
小
学
校
教
員

を
対
象
と
し
た
研
修
や
研
究
授
業

な
ど
に
よ
る
周
知
の
ほ
か
、
指
導

計
画
案
を
作
成
し
、
各
校
に
配
付

し
た
。
保
護
者
に
向
け
た
周
知
の

方
法
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
検

討
し
て
い
く
。
ま
た
、
長
期
休
業

の
影
響
に
よ
り
、
当
初
の
計
画
の

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
捉
え
て

い
る
。

議
員
‥
当
市
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

の
導
入
に
つ
い
て
、
全
小
中
学
生

の
三
分
の
二
の
児
童
生
徒
に
一
人

一
台
の
端
末
を
整
備
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
未
整
備
分
は
い
つ
ま
で

に
整
備
す
る
の
か
。

　
　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

の
な
い
家
庭
へ
の
対
応
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
活
用
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
‥
端
末
に
つ
い
て
は
、
国
の

２
次
補
正
の
動
向
も
見
な
が
ら
早

急
に
揃
え
る
体
制
を
取
っ
て
い
き

た
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

な
い
家
庭
へ
の
対
応
と
し
て
、
学

校
の
パ
ソ
コ
ン
室
を
柔
軟
に
活
用

で
き
る
よ
う
学
校
に
依
頼
し
て
お

り
、
機
器
の
貸
出
し
も
可
能
で
あ

る
。

　
　

ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
は
効
果
的
な
活
用
だ
と

思
う
の
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

荒
川
礼
子
議
員
‥
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
長
期
休

業
で
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

齋
藤
孝
雄
教
育
長
‥
臨
時
休
業
中
は
、

各
学
校
が
、
児
童
生
徒
に
対
し
て
、

授
業
の
内
容
を
家
庭
で
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
学
習
の
進
め
方
な
ど

を
示
し
、
定
期
的
に
電
話
や
家
庭

訪
問
な
ど
に
よ
り
指
導
や
助
言
を

行
っ
て
き
た
。

　
　

再
開
後
の
対
応
は
、
現
在
の
学

年
で
指
導
す
べ
き
内
容
を
今
年
度

中
に
修
了
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
授
業

時
間
数
を
確
保
す
る
た
め
、
夏
季

休
業
を
短
縮
し
、
児
童
生
徒
の
家

庭
学
習
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
学
習
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
。

議
員
‥
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
行

わ
れ
る
目
的
、
準
備
状
況
、
保
護

者
へ
の
周
知
に
つ
い
て
。
ま
た
、

長
期
休
業
が
導
入
に
与
え
る
影
響

は
。

教
育
長
‥
小
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
、
論
理
的
思
考

教
育
行
政
に
つ
い
て

小
型
家
電
の
回
収
実
績
公
開
と

食
品
白
色
ト
レ
イ
収
集
方
法
の

改
善
に
つ
い
て

荒川 礼子議員
（公明市民クラブ）

動画視聴▶

福田 道夫議員
（日本共産党）

動画視聴▶
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福
田
悦
子
議
員
‥
就
学
援
助
制
度
の

支
給
方
法
に
つ
い
て
、
口
座
振
込

へ
改
善
で
き
な
い
か
伺
う
。

鈴
木
教
育
次
長
‥
就
学
援
助
費
の
支

給
方
法
は
、
保
護
者
に
対
し
て
現

金
に
よ
り
支
給
し
て
い
る
学
校
が

21
校
、
口
座
振
込
に
よ
り
支
給
し

て
い
る
学
校
が
18
校
あ
る
。

　
　

現
金
に
よ
り
支
給
し
て
い
る
学

校
の
う
ち
、
保
護
者
か
ら
の
希
望

が
あ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
口
座

振
込
に
切
り
替
え
る
よ
う
学
校
に

依
頼
し
て
い
く
。

議
員
‥
現
金
に
よ
る
支
給
の
場
合
、

保
護
者
へ
の
配
慮
を
ど
う
し
て
い

る
か
。

教
育
次
長
‥
手
渡
し
で
支
給
す
る
場

合
、
保
護
者
と
直
接
話
が
で
き
る

こ
と
か
ら
状
況
が
把
握
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

個
別
に
対
応
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
十
分
配
慮

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
今
後
も

配
慮
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

議
員
‥
保
護
者
が
申
請
し
や
す
く
す

る
た
め
、
申
請
用
紙
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な

い
か
。

教
育
次
長
‥
就
学
援
助
を
希
望
す
る

齊
藤
正
三
議
員
‥
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
問
題
が
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
策
定
に
与
え
る
影
響
を

伺
う
。

近
藤
企
画
総
務
部
長
‥
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
本
年

２
月
に
示
し
た
基
本
方
針
、
策
定

体
制
及
び
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案

に
よ
り
、
作
業
を
進
め
て
き
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
策
が
必
要
と
な
り
、
こ
の
対

策
は
、
現
時
点
に
お
い
て
当
市

の
最
重
要
施
策
と
し
て
取
り
組
む

べ
き
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当

面
の
間
は
、
こ
の
対
応
が
続
く
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
計

画
策
定
に
向
け
た
事
務
を
一
時
中

断
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
り
、

予
定
ど
お
り
の
取
組
は
厳
し
い
。

議
員
‥
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
内
容

の
変
更
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

企
画
総
務
部
長
‥
大
き
な
変
更
が
伴

う
こ
と
や
時
期
を
見
て
改
め
て
計

画
策
定
に
着
手
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

議
員
‥
コ
ロ
ナ
感
染
問
題
が
財
政
健

全
化
計
画
策
定
に
与
え
る
影
響
を

伺
う
。

安
西
財
務
部
長
‥
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
経
済
活

保
護
者
は
、
学
校
に
相
談
し
、
学

校
長
に
よ
る
就
学
援
助
の
必
要
性

の
確
認
を
受
け
な
が
ら
、
申
請
手

続
き
を
行
う
。
保
護
者
が
事
前
に

申
請
書
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
で
、

相
談
が
円
滑
に
進
む
メ
リ
ッ
ト
も

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
申
請
用

紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
つ
い
て
速

や
か
に
対
応
し
て
い
く
。

議
員
‥
コ
ロ
ナ
禍
で
家
計
が
急
変
し

た
場
合
の
対
応
は
。

教
育
次
長
‥
収
入
が
急
に
減
少
し
て

い
る
場
合
の
就
学
援
助
の
所
得
審

査
は
、
収
入
額
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
証
明
で
き
る
書
類
に
よ
り

収
入
見
込
額
を
算
出
し
、
審
査
す

る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
収
入
額
の

減
少
に
対
し
て
も
対
応
が
可
能
な

制
度
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
‥
こ
の
こ
と
の
保
護
者
へ
の
周

知
は
。
随
時
申
請
可
能
な
の
か
。

教
育
次
長
‥
当
市
の
現
在
の
制
度
は

非
常
に
手
厚
い
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
利
用
可
能
な
方
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
、
新
た
な
チ
ラ
シ
を
作
成

す
る
な
ど
機
会
を
捉
え
て
更
な
る

周
知
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
随
時
受
付
を
し
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て

動
の
縮
小
や
人
の
移
動
の
自
粛
は
、

当
市
の
財
政
運
営
に
甚
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

こ
れ
ら
の
具
体
的
な
影
響
額
等

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
把
握
す

る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
ま

ず
、
市
税
の
収
納
状
況
を
確
認
し
、

減
収
に
伴
う
補
て
ん
措
置
や
、
国

の
経
済
対
策
の
動
向
等
の
把
握
に

努
め
て
い
く
。

　
　

そ
し
て
、
地
方
交
付
税
の
算
定

結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今
年
度

の
収
支
見
通
し
を
ま
と
め
、
今
後

の
財
政
健
全
化
に
向
け
た
対
応
策

の
検
討
に
つ
な
げ
て
い
く
。

議
員
‥
計
画
策
定
時
期
の
延
長
や
現

状
に
即
し
た
緊
急
的
な
計
画
の
策

定
が
必
要
と
考
え
る
が
。

財
務
部
長
‥
具
体
的
な
影
響
額
等
の

把
握
が
難
し
い
が
、
令
和
３
年
度

の
予
算
編
成
に
合
わ
せ
て
収
支
見

通
し
を
立
て
た
う
え
で
、
そ
れ
を

ベ
ー
ス
に
一
定
期
間
の
財
政
の
収

支
見
通
し
を
ま
と
め
て
、
今
後
の

健
全
化
策
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

議
員
‥
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

問
題
が
市
の
財
政
に
与
え
る
影
響

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

上
中
哲
也
副
市
長
‥
す
で
に
危
険
水

域
に
あ
る
と
言
え
る
当
市
に
と
っ

て
厳
し
さ
に
拍
車
が
か
か
る
の
は

明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

国
の
財
源
手
当
て
を
最
大
限
有
効

に
活
用
し
、
可
能
な
限
り
市
独
自

の
財
源
確
保
の
努
力
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、

事
業
の
見
直
し
と
予
算
の
組
替
も

合
わ
せ
て
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

福田 悦子議員
（日本共産党）

動画視聴▶

齊藤 正三議員
（市民フォーラム志向）

動画視聴▶

就
学
援
助
制
度
改
善
に
つ
い
て

第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

と
財
政
健
全
化
計
画
に
つ
い
て
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三
好
國
章
議
員
‥
旧
日
光
市
街
の
重

要
道
路
標
識
が
市
町
村
合
併
後
、

こ
の
よ
う
に
変
更
に
な
る
の
で
あ

れ
ば
旧
日
光
市
は
合
併
し
な
か
っ

た
。

　
　

こ
れ
ま
で
、
重
要
道
路
標
識
を

元
に
戻
す
よ
う
日
光
土
木
事
務
所
、

県
、
市
担
当
部
に
申
し
入
れ
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
数
年
が
経
ち
、

道
路
標
識
の
変
更
が
始
ま
っ
た
が
、

変
更
箇
所
数
と
そ
の
費
用
に
つ
い

て
伺
う
。

北
山
建
設
部
長
‥
改
善
さ
れ
た
道
路

標
識
は
全
部
で
８
か
所
あ
り
、
国

道
及
び
県
道
栗
山
日
光
線
他
二
路

線
の
県
道
に
設
置
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
日
光

土
木
事
務
所
が
全
額
負
担
を
し
て

工
事
が
実
施
さ
れ
た
。

議
員
‥
屋
根
及
び
外
観
の
修
復
は
ど

う
す
る
の
か
、
工
期
と
費
用
を
伺

う
。

上
中
哲
也
副
市
長
‥
国
庫
補
助
事
業

で
あ
る
日
光
東
町
街
並
み
環
境
整

備
事
業
を
活
用
し
、
屋
根
及
び
外

壁
の
塗
装
、
窓
枠
の
補
修
に
約

７
６
０
０
万
円
、
工
事
期
間
は
、

本
年
７
月
に
着
手
し
、
来
年
２
月

の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
付
属
棟
の
解
体
、
新
ト

イ
レ
設
置
、
松
の
手
入
れ
な
ど
の

園
地
化
を
行
う
周
辺
環
境
整
備
は

約
１
憶
３
９
０
０
万
円
、
工
事
期

間
は
、
本
年
８
月
に
着
手
し
、
令

和
４
年
３
月
の
完
成
を
目
指
し
て

い
る
。

議
員
‥
中
宮
祠
地
区
の
上
水
道
は
、

中
禅
寺
湖
を
水
源
と
し
て
い
る
た

め
、
夏
に
な
る
と
水
に
臭
気
が
あ

り
飲
め
な
い
と
の
苦
情
が
あ
り
、

地
獄
沢
の
水
を
水
源
と
し
て
は
ど

う
か
と
話
し
て
き
た
。
現
在
、
井

戸
を
掘
る
と
の
話
は
あ
る
が
、
そ

れ
は
事
実
か
、
事
実
な
ら
ば
着
工

の
時
期
を
伺
う
。

鈴
木
上
下
水
道
部
長
‥
丸
山
浄
水
場

整
備
工
事
と
し
て
井
戸
の
掘
削
は

事
実
で
あ
る
。
昨
年
の
11
月
25
日

に
着
手
し
、
既
に
完
了
し
て
い
る
。

本
年
３
月
21
日
に
は
、
取
水
ポ
ン

プ
の
設
置
工
事
及
び
周
辺
の
配
管

工
事
に
つ
い
て
も
完
了
し
て
い
る
。

現
在
は
、
浄
水
池
の
工
事
中
で
あ

り
、
今
年
度
を
目
途
に
原
水
を
中

禅
寺
湖
水
か
ら
井
戸
水
に
切
換
え

る
予
定
で
あ
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

○
日
光
市
教
育
委
員
会
全
般
に
つ
い

て

三好 國章議員

動画視聴▶

重
要
道
路
標
識
に
つ
い
て

中
宮
祠
地
区
の
上
水
道
に
つ

い
て

旧
日
光
市
庁
舎
改
修
工
事
に

つ
い
て

月 来　訪　議　会　名 視　　察　　内　　容 人数
1月 茨 城 県 守 谷 市 議 会 ・日光ブランド戦略プランについて 4

5月
栃 木 県 鹿 沼 市 議 会 ・市民に愛される特色ある公園づくりについて 6
青 森 県 青 森 市 議 会 ・わが家の防災行動マニュアルについて 4

6月 宮 城 県 美 里 町 議 会 ・市有財産の利活用について 10
7月 北 海 道 紋 別 市 議 会 ・民間観光施設による市の観光施策への影響・効果について 3

8月
富 山 県 砺 波 市 議 会 ・公共施設マネジメント計画実行計画について

・庁舎整備計画の概要について 14

茨城県常陸太田市議会 ・議会改革の取り組みについて 10

10月

静 岡 県 袋 井 市 議 会 ・ごみの減量化・有料化について 10
山梨県富士吉田市議会 ・国際観光の推進に向けた各種施策の取り組み状況について 23
茨 城 県 稲 敷 市 議 会 ・高齢者や障がい者にやさしいごみの戸別収集について 10
大 分 県 杵 築 市 議 会 ・地域医療連携推進法人について 7
神 奈 川 県 藤 沢 市 議 会 ・児童虐待への対応について 11
埼 玉 県 白 岡 市 議 会
埼 玉 県 久 喜 市 議 会 ・データヘルス計画の医療・介護データから保健事業への見直しについて 4

11月
三 重 県 名 張 市 議 会 ・日光ブランド戦略について 1
茨 城 県 行 方 市 議 会 ・議会の広報活動について 7
兵 庫 県 議 会 ・文化財の保護について 6

平成31年（令和元年）行政視察受入一覧
昨年、全国各地の地方議員の皆様（１７議会・130名）が、日光市の先進的な事業を視察するため、本市を訪れています。

一

般

質

問
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般
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
あ
り
、
事
業
に
よ
っ
て

は
見
通
し
が
付
か
ず
計
画
そ
の
も
の
に

影
響
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
説
明
を
基
に
協
議
を
重
ね

た
結
果
、
今
期
の
所
管
事
務
調
査
事
項

を
『
行
財
政
の
今
後
に
つ
い
て
』
に
決

定
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
行
政
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
、
新
た
な
歳
入

確
保
や
歳
出
抑
制
な
ど
の
財
政
面
で
の

課
題
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
規
模

災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
問
題
等
の
新
た
な
対
応
策
も
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
委

員
会
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
解

決
す
べ
く
、
新
た
な
行
政
と
財
政
の
あ

り
方
を
見
出
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
く
た
め
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
企
画
総
務

部
・
財
務
部
・
地
域
振
興
部
・
消
防
本

部
等
を
所
管
す
る
委
員
会
で
あ
り
、
新

た
な
８
名
の
委
員
で
２
年
間
に
わ
た
り
、

そ
れ
ら
の
所
管
に
関
す
る
事
務
の
調
査

や
議
案
の
審
査
等
を
行
い
ま
す
。

　

５
月
14
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
令

和
２
年
度
の
新
規
・
重
要
事
業
に
つ
い

て
、
執
行
部
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

企
画
総
務
部
か
ら
は
、
総
合
計
画
の

着
実
な
推
進
及
び
後
期
基
本
計
画
策
定

や
、
新
規
事
業
で
あ
る
統
合
型
G
I
S

シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
行
政
の
ス
リ
ム

化
な
ど
の
事
業
内
容
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
統
合
型
G
I
S
シ
ス
テ
ム
導
入

に
つ
い
て
は
、
電
子
地
図
上
に
様
々
な

行
政
情
報
を
格
納
し
、
全
庁
的
に
共
有

す
る
こ
と
で
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
と
効

率
化
を
図
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た

の
で
、
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　

財
務
部
か
ら
は
、財
政
健
全
化
の
推

進
、補
助
金
の
適
正
化
、公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
推
進
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
向
け
て
取
り

組
む
行
財
政
に
関
す
る
内
容
で
し
た
。

　

地
域
振
興
部
か
ら
は
、
新
規
事
業
と

し
て
、
集
落
に
お
け
る
状
況
把
握
や
地

域
の
合
意
形
成
な
ど
を
促
進
す
る
た
め

の
集
落
支
援
員
事
業
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
維
持
及
び
住
民
の
生
活
支
援
等
の

た
め
の
高
齢
者
集
落
対
策
事
業
な
ど
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

説
明
の
あ
っ
た
事
業
の
お
お
よ
そ
全

常 任 委 員 会  活 動 報 告

常任委員会の名称と担当する事務が変わりました！
* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

《総務水道常任委員会》

《市民福祉教育常任委員会》

《観光産業建設常任委員会》

《総務常任委員会》
 ・企画総務部・財務部・地域振興部
 ・会計課・消防本部・選挙管理委員会
 ・監査委員及び公平委員会

《民生教育常任委員会》
 ・市民環境部、健康福祉部・教育委員会

《観光産業常任委員会》
 ・観光経済部・建設部・上下水道部
 ・農業委員会

常
任
委
員
会
活
動
報
告

▪  

総
務
常
任
委
員
会  

▪
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民
生
教
育
常
任
委
員
会
は
、「
市
民

環
境
部
」、「
健
康
福
祉
部
」、「
教
育

委
員
会
」、
の
３
つ
の
部
局
を
所
管
す

る
委
員
会
で
す
。
８
名
の
委
員
で
構
成

し
、
２
年
間
の
任
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
14
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、

所
管
部
課
長
等
か
ら
今
年
度
の
新
規
事

業
・
重
要
事
業
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

市
民
環
境
部
の
主
な
も
の
は
、
保
健

事
業
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
高
齢

者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

な
実
施
、
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
事
業
と

し
て
市
内
の
食
品
ロ
ス
に
係
る
ご
み
の

排
出
状
況
を
み
る
た
め
の
実
態
調
査
の

実
施
等
で
す
。
健
康
福
祉
部
の
主
な
も

の
は
、
障
が
い
者
計
画
第
３
期
計
画
策

定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、

生
活
困
窮
者
を
対
象
と
し
た
就
労
支
援

や
ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
支
援
な
ど
、

自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
う
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
等
で
す
。
教
育
委
員

会
の
主
な
も
の
は
、
小
中
学
校
の
適
正

配
置
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方
に
基

づ
く
小
中
学
校
適
正
配
置
事
業
、
資
格

取
得
の
推
進
と
英
語
に
関
す
る
能
力
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
英
語
検

定
助
成
事
業
等
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
６

月
18
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
今
後
２

年
間
で
重
点
的
に
調
査
・
研
究
を
行
う

所
管
事
務
調
査
事
項
を
協
議
し
た
結
果
、

　

委
員
会
の
顔
ぶ
れ
が
変
わ
り
、
任
期

後
半
の
常
任
委
員
会
が
始
動
し
ま
し
た
。

当
委
員
会
は
、
５
月
15
日
に
令
和
２
年

度
新
規
事
業
・
重
要
事
業
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
、
所
管
各
部
か
ら
の
説
明
の

後
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
16
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で

は
、
観
光
事
業
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
流
行
下
に
お
け
る
事
業
へ

の
影
響
や
現
状
・
課
題
を
伺
う
た
め
に
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け
る

観
光
事
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
日
光
市
観
光
協
会
及
び

日
光
商
工
会
議
所
の
方
と
意
見
交
換
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
に
は
、

宿
泊
業
・
飲
食
業
・
観
光
土
産
品
販
売

業
・
観
光
土
産
品
製
造
卸
売
業
等
の
方

に
参
加
い
た
だ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
に
お
け
る
観
光
業
の
厳
し
い
現

状
と
課
題
、
行
政
へ
の
要
望
等
、
多
く

の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、

宿
泊
業
で
は
３
月
か
ら
前
年
比
減
が
続

き
、
５
月
は
休
館
も
あ
り
前
年
と
比
較

す
る
と
95
％
の
減
少
で
あ
っ
た
。
６
月

か
ら
営
業
を
再
開
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
予
約
は
鈍
く
入
込
数
が
伸
び
な
い
、

７
月
に
少
し
戻
る
の
で
は
と
考
え
る
が
、

宿
泊
単
価
と
稼
働
率
の
低
下
が
見
込
ま

れ
、
経
営
が
厳
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
ま
た
、
修
学
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル

に
よ
る
影
響
や
、
8
月
末
ま
で
の
イ
ベ

ン
ト
自
粛
に
よ
る
集
客
の
減
少
、
繁
忙

当
委
員
会
で
は
、
①
「
高
齢
者
の
健
康

寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
、
保
健
事
業
と

介
護
予
防
の
一
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
」
と
②
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学

力
の
向
上
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

①
で
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る

た
め
、
介
護
予
防
、
フ
レ
イ
ル
対
策
や

生
活
習
慣
病
な
ど
の
疾
病
予
防
、
重
症

化
予
防
を
一
体
的
に
実
施
す
る
仕
組
み

に
つ
い
て
、
②
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
遠
隔
教
育
等
に
よ
り
、
地
域
の
教

育
格
差
を
解
消
し
、
学
び
の
機
会
を
確

保
す
る
な
ど
、
学
力
の
向
上
を
図
る
た

め
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
調

査
・
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

期
の
売
り
上
げ
が
な
い
中
で
運
転
資
金

を
借
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
閑

散
期
の
冬
季
対
策
が
心
配
と
の
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
更
に
、
国
・
県
の
観
光

対
策
事
業
が
一
斉
に
始
ま
る
こ
と
に
関

し
て
は
、
全
国
の
観
光
地
間
で
の
競
争

の
中
、
日
光
が
出
遅
れ
な
い
た
め
の
ア

ピ
ー
ル
が
必
要
で
あ
り
、
来
訪
客
の
多

く
を
占
め
る
関
東
圏
へ
の
誘
客
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
要
望
も
伺
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
、

市
内
で
は
多
く
の
産
業
に
影
響
が
及
ん

で
お
り
ま
す
が
、市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
観
光
業
へ
の
影
響
は
裾
野
が
広
く
、市

民
生
活
へ
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

こ
の
意
見
交
換
会
で
い
た
だ
い
た
貴
重
な

ご
意
見
を
今
後
の
委
員
会
活
動
に
反
映

さ
せ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

常 任 委 員 会  活 動 報 告

常
任
委
員
会
活
動
報
告

▪  

観
光
産
業
常
任
委
員
会  

▪

▪  

民
生
教
育
常
任
委
員
会  

▪
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　新型コロナウイルス感染症は、緊急事態宣言が解除された現在においても未だ収束の兆しが見え
ず、地域経済や市民生活などに多大な影響を与えています。日光市においては、感染予防と市民生
活の維持、そして、経済活動の回復に向けて、市民や事業者への支援など、様々な施策に取り組ん
でいます。当市議会としても新型コロナウイルス感染症に関する予算や条例案を慎重に審議すると
ともに、市当局と連携を図りながら課題解決に向け取り組んでいます。

議会費削減
　当市議会では、７月分の議員報
酬を 30％削減するための条例の
改正案を６月定例会で議員議案と
して提出し、可決しました。また、
先進地自治体の調査研究を行う行
政調査特別委員会の視察研修を取
りやめ、総額 5,748,000 円を削
減し、この予算を新型コロナウイ
ルス感染症対策に活用するよう市
長に申し入れました。

感染防止対策
　新型コロナウイルス感染予防、
まん延防止の観点から、２月定例
会から６月定例会までの間、市民
の方に議会の傍聴をご遠慮いただ
きました。また、出席者は全員マ
スクを着用し、こまめな換気を徹
底しています。６月定例会の一般
質問の際は、議場内の議員を約半
分までに減らし、質問時間を一人
50分から 30分に短縮しました。

　また、議場に入らない議員はタ
ブレット端末を用いインターネッ
ト中継を視聴しました。

（タブレット端末で議会中継を視聴する議員）

● ● ●  新型コロナウイルス感染症対策特別委員会活動報告  ● ● ●

　新型コロナウイルス感染症対策特別委員会は、各会派等から選出された委員９名で構成され、新
型コロナウイルス感染症に関する情報の収集・発信及び国、県、市の施策、予算に対し提言や要望
を必要に応じて行うと共に、幅広く多岐に及ぶ当該感染症対策に議会として効果的に対応し、市民
の生命や健康の保護、市民の暮らしと経済に及ぼす影響を最小にすることを目的として、令和２年
５月臨時会において設置されました。
　設置後直ちに、市議会として市へ対応を求めるための要望書を提出しました。今後は、これまで
の要望に対する回答を委員会において精査し、日々変化する感染症の現状を的確にとらえ、よりき
め細かな対応を求めるため調査・研究をしてまいります。
　６月17日には、「日光市の新型コロナウイルス感染症対策の現状について」をテーマとして、執
行部との意見交換を行い、市のコロナ対策の現状、PCR検査、GoToキャンペーンを中心とした観
光対策、プレミアム商品券等の説明を受け、活発な質疑や意見が出されました。その内容は、「観
光客の来訪は感染のリスクが上がる。安心して向かい入れる体制づくりが必要である。また、今後
観光客を迎えるにあたっては、感染症患者が出
た場合のマニュアルを示すべき。」「国の二次補
正により交付される臨時交付金でどのような施
策に取り組んでいくのか。」など、徹底した感
染予防対策等について市の対応を求めるものが
多くありました。今後当委員会としては、３つ
の常任委員会と、より連携を深め、情報の共有
を図り、的確かつ迅速な対応を求める要望を市
に提出するなど、新型コロナウイルス感染症対
策問題に取り組んでまいります。

新型コロナウイルス感染症対策
〜 日光市議会の取り組み 〜

※市議会では、マスクの着用等、感染防止対策を徹底していますが、一部の写真において撮影時にマスクをはずさせていただいています。
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新型コロナウイルス感染症対策に係る要望書を市長に提出しました
　当市議会は、日光市に対し、新型コロナウイルス感染症対策について、市独自の経済対策や感染予防対策
など28項目にわたる要望書を提出しました。主な要望と市からの回答（対応状況）の概要は次のとおりです。
（経済対策）

【要望】収入減少があった個人事業主、中小企業及び経済的困窮世帯等への支援として、上下水道料金の減
免措置を早急に講じること。

【回答】水道使用の全契約者の4ヶ月分の水道基本料金を全額減免する。特に観光客の減少により経営に大き
な影響を受けている観光業への支援として、令和2年2月分の水道使用水量が250㎥以上の「ホテル・旅館・
観光施設・飲食店・物産店」を対象に、当該月分の水道基本料金・超過料金を全額減免または還付する。

【要望】大きな影響を受けている本市の基幹産業である観光業の回復のため、終息前の現段階から、観光関
係団体等と一体となり、より強い日光の観光を作り上げていくための戦略を検討すること。

【回答】観光産業を立て直すことが多くの業種の回復につながると考えている。一刻も早い観光復興を図るた
め、まずは国内観光客を対象とした、より効果的な観光誘客事業を、観光協会や観光事業者と連携を図りな
がら実施する。その後、さらに強い日光の観光を目指すための戦略を、観光協会やＤＭＯ日光を始めとした観
光事業者と検討する。

（学校休業等への対応）
【要望】小中学校の長期休校に伴い、学業の低下及びメンタルの低下そして先生とのコミュニケーション不足

等が懸念されることから未然防止策や新入生への丁寧な学習支援を求める。
【回答】休業中は、家庭学習の進め方などを示し、定期的な課題回収などによる見取りとともに、インターネット

等を利用して学習するシステムの導入を進めてきた。特に生活環境等が心配される児童生徒に対しては、より
きめ細かな連絡等を行い、問題等の未然防止、心のケアに努め、市教育相談室や心の教室相談員の効果的
な活用について周知した。学校再開後は、児童生徒一人一人の体調不良等の変化を見逃さない体制を整え、
心理面を含めた健康観察を注意深く行っている。小学１年生については、まず学校生活に慣れることを目指
し、安定した学校生活が送れるよう支援していく。

（医療提供体制の整備）
【要望】重症化患者発生時の速やかな受け入れ体制づくりに加えて、軽症者や無症状者の病床の確保を図ること。
【回答】入院医療の提供体制については、県において患者の病床への受入れや病院間の搬送等の調整が行わ

れている。重症者の治療については、県において、人工呼吸器等による集中治療管理が可能である医療機
関との間で、受入れ態勢の調整がされていると考える。入院治療が必要ない軽症者や無症状者については、
自宅療養や宿泊施設等での療養が可能とされており、県において宿泊施設の整備も進んでいる。今後、病床
等の確保が必要になった場合には、県と連携して対応を検討していく。

（感染予防対策）
【要望】緊急事態宣言解除後の感染予防への更なる対策の強化と、状況に応じた市民へのわかりやすい周知。
【回答】これまで以上に市民一人ひとりの感染予防対策が重要となる。また、感染の第２波が来ることも懸念さ

れることから、「新しい生活様式」など、国及び県が示す感染予防対策について、市ホームページや広報紙、
また、各種通知等の空きスペースを利用するなどにより、市民にわかりやすい内容で継続的な周知・啓発に
努めていく。

【要望】避難所の三密対策の検討など、災害時における新型コ
ロナウイルス対策を考慮しておくこと。

【回答】国では、避難所を開設する場合においての留意事項とし
て、可能な限り多くの避難所の開設、親戚や友人の家等への
避難の検討、避難所においては衛生環境の確保や十分な換
気の実施並びにスペースの確保など、感染防止のための技術
的助言を発出している。市としても、国の技術的助言に基づ
き、マスク等、必要物品の備蓄も含め新型コロナウイルス感染
防止対策に努めていく。

※紙面の都合上、要望・回答の一部を掲載しています。
市長に要望書を提出（左から小久保副議長・生井
議長・大嶋市長・田村委員長・佐藤副委員長）
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▶４月２日〇臨時会の日程等に
ついて

▶４月14日〇新型コロナウイル
スの感染症対策について

▶４月17日〇令和２年４月臨時
会について

▶４月22日〇令和２年４月臨時
会について（会期日程等）

▶４月28日〇正副委員長の互選
について

▶５月８日〇新型コロナウイル
スの感染症対策について

▶５月12日〇新型コロナウイル
スの感染症対策について

▶５月14日〇令和２年５月臨時
会について

▶５月18日〇令和２年５月臨時
会について（会期日程等）

▶５月21日〇令和２年６月定例
会について（陳情等）

▶５月22日〇臨時会の日程追加
について

▶５月25日〇令和２年６月定例
会について（会期日程等）

▶６月12日○タブレット検討班
について

▶６月18日○新型コロナウイル
ス感染症対策について

▶４月２日〇臨時会について
▶４月22日〇令和２年４月臨時
会提出予定案件について

▶４月28日〇議会人事選考委員
会の結果について

▶５月12日〇指定緊急避難所等
の開設・運営方針の見直しに
ついて

▶５月18日〇令和２年５月臨時
会提出予定案件について

▶５月25日〇令和２年６月定例
会提出予定案件について

▶６月18日○日光市における新
型コロナウイルス感染症対策
について

▶４月２日〇４月25日発行広報
紙にていて

▶５月29日〇副委員長の互選に
ついて

▶４月28日〇令和元年度視察報
告の結果について

▶５月12日〇正副委員長の互選
について

▶５月18日〇令和２年度行政視
察について

▶５月22日〇正副委員長の互選
について

▶６月９日〇今後の活動につい
て

▶６月17日○執行部との意見交
換

▶４月28日〇正副委員長の互選
について

▶５月14日〇所管事務調査（令
和２年度新規事業・重要事業
について）

▶６月８日〇付託議案審査（新
型コロナウイルス特別委員会
連合審査）

▶６月８日〇付託議案審査
▶６月18日○所管事務調査事項

▶４月28日〇正副委員長の互選
について

▶５月14日〇所管事務調査（令
和２年度新規事業・重要事業
について）

▶６月９日〇付託議案審査（新
型コロナウイルス特別委員会
連合審査）

▶６月９日〇付託議案審査
▶６月18日○所管事務調査事項

▶４月28日〇正副委員長の互選
について

▶５月15日〇所管事務調査（令
和２年度新規事業・重要事業
について）

▶６月４日〇意見交換会の開催
について

▶６月９日〇付託議案審査
▶６月16日〇意見交換会（新型
コロナウイルス禍における観
光事業の現状と課題）
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